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上記の論文はすべて市立ひらかた病院で勤務している時代に書いたものです（2013-2018

年）。とても悩んだ病態や思い入れのある症例をできればしっかりとした文章で残したいと

思い、小児科・内科だけではなく多くの領域の専門家のアドバイスとサポートを得て執筆し

ました。 


